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一
に
つ
い
て 

付
添
看
護
の
解
消
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
七
月
現
在
で
診
療
報
酬
に
お
い
て
そ
の
他
の
看
護
料
を
算
定
し
て
い

た
病
院
は
約
四
千
四
百
か
所
で
あ
っ
た
が
、
実
施
後
二
か
月
を
経
過
し
た
平
成
六
年
十
二
月
に
厚
生
省
が
実
施
し
た
調
査
に

よ
れ
ば
、
約
八
百
か
所
の
病
院
が
そ
の
他
の
看
護
料
を
算
定
す
る
病
院
か
ら
新
看
護
料
等
を
算
定
す
る
病
院
に
移
行
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
約
三
百
五
十
か
所
の
病
院
が
付
添
看
護
解
消
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
付
添
看
護
が
行
わ

れ
て
い
る
病
院
及
び
診
療
所
に
対
す
る
調
査
に
回
答
し
た
も
の
の
う
ち
、
病
院
に
つ
い
て
は
、
約
四
分
の
三
が
付
添
看
護
を

解
消
す
る
予
定
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
約
三
分
の
一
が
付
添
看
護
を
解
消
す
る
予
定
が
あ
る
と
し
て

い
る
。 

保
険
医
療
機
関
の
従
業
者
以
外
の
者
が
提
供
す
る
看
護
（
以
下
「
付
添
看
護
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
保
険
医
療
機

関
に
お
け
る
看
護
体
制
を
充
実
し
つ
つ
、
付
添
看
護
を
解
消
す
る
た
め
、
平
成
六
年
十
月
か
ら
診
療
報
酬
に
お
い
て
、
新
看

護
料
及
び
看
護
補
助
料
、
付
添
看
護
解
消
計
画
を
策
定
し
た
場
合
の
加
算
並
び
に
特
別
看
護
料
及
び
特
別
介
護
料
の
設
定
等

の
支
援
措
置
を
講
じ
る
等
の
施
策
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

衆
議
院
議
員
草
川
昭
三
君
提
出
付
添
看
護
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

二
に
つ
い
て 

病
院
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
そ
の
看
護
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
付
添
看
護
の
解
消
を
図
る
こ
と
が

基
本
で
あ
る
が
、
付
添
看
護
の
解
消
途
上
に
お
い
て
は
、
そ
の
看
護
体
制
を
補
完
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
付
添
看
護
解
消
計
画
を
策
定
し
、
看
護
体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
支
援
措
置
と
し
て
、
平

成
七
年
度
末
ま
で
診
療
報
酬
に
お
い
て
特
別
看
護
料
及
び
特
別
介
護
料
の
算
定
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
平
成

八
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
医
療
を
取
り
巻
く
諸
状
況
を
総
合
的
に
勘
案
し
つ
つ
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
の
審
議
を 

そ
の
後
の
付
添
看
護
の
解
消
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
査
中
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
保
険
医
療
機
関
に
対
し
て
、

診
療
報
酬
に
お
け
る
支
援
措
置
等
に
つ
い
て
の
周
知
徹
底
及
び
指
導
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
七
年
度
末
に
付
添
看
護
が

解
消
で
き
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。 

な
お
、
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
五
十
六
号
）
附
則
第
四
条
及
び
第
二
十
二
条
等
に

よ
り
、
付
添
看
護
解
消
計
画
を
策
定
す
る
等
厚
生
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
受
け
た
保
険

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
期
間
は
引
き
続
き
付
添
看
護
が
認
め
ら
れ
る
経
過
措
置

が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四 

 



 

四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

ま
た
、
診
療
所
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
入
院
患
者
が
少
な
い
た
め
、
臨
時
に
看
護
要
員
を
確
保
す
る
必
要

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
八
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
特
別
看
護
料
及
び
特
別
介
護
料
の
算
定

を
認
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
附
則
第
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
特
定
介
護
労
働
者
雇
用
助

成
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
年
度
の
予
算
額
は
約
十
七
億
九
千
五
百
万
円
で
あ
り
、
同
年
度
の
支
給
実
績
は
約
二
億
二
百
万

円
（
延
べ
五
千
八
百
七
十
人
分
）
で
あ
る
。
平
成
七
年
度
の
予
算
額
は
、
平
成
六
年
度
の
予
算
額
と
同
額
で
あ
り
、
平
成
七

年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
三
か
月
間
の
支
給
実
績
は
約
二
億
一
千
万
円
（
延
べ
五
千
二
百
三
十
五
人
分
）
で
あ
る
。 

踏
ま
え
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

特
定
介
護
労
働
者
雇
用
助
成
金
制
度
は
、
平
成
六
年
七
月
に
新
規
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
制
度
が

一
層
効
果
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
周
知
、
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

特
定
介
護
労
働
者
雇
用
助
成
金
は
、
付
添
看
護
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
家
政
婦
（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十 

五 

 



 

 

六 

二
年
労
働
省
令
第
十
二
号
）
別
表
第
二
家
政
婦
の
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
） 

の
雇
用
の
促
進
に
資
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
が
、
平
成
八
年
度
以
降
に
お
け
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
運
用
実
績
等
も
勘
案
し
つ
つ
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 


